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あ
ら
ま
し

第４回定例会　市長あいさつ及び提案理由の説明�

第
４
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

　
12
月
５
日（
金
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
９
日（
火
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
10
日（
水
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
12
日（
金
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　
15
日（
月
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
16
日（
火
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
17
日（
水
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
18
日（
木
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
23
日（
火
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

（一部抜粋）

令和7年 第４回定例会第４回定例会
◆第４回（12 月）定例会は、12 月５日から 12 月 23 日までの 19 日間にわたり開催され、

条例の制定・改正、補正予算など 16 件が市長から提出されました。議案は、審査の
結果、いずれも原案のとおり、可決されました。また、一般質問では８名の議員が登
壇し、市の方針等を質しました。

　市長就任から 2ヶ月が経過し、市民の声
をより市政に反映させるための手法や優先
すべき課題への対応について職員や関係機
関と協議を重ねた結果、令和 8年 1月 1日
付で市役所組織の一部を改編することにし
ました。具体的には、イノシシやハクビシ
ンなどの鳥獣害対策に特化した鳥獣害対策
課や、私が掲げる政策の中で迅速な対応が
求められる事項を取り扱うための秘書課を
新設します。さらに、政策調整、地域振興、
ブランド戦略の一元化を図るため、現行の
政策秘書課、事業推進課、ブランド戦略課を、企画政策課と魅力発信課に再編するものです。
　また、国において地方公共団体が物価高騰の影響を受ける生活者や事業者への支援を迅速に実施でき
るよう「重点支援地方交付金」が追加されました。本市では、この交付金の趣旨に基づき、速やかに対
応できるよう市議会と協議を進めます。引き続き行方市の発展と市民福祉向上のために皆様のご指導を
賜りますようよろしくお願いします。



審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は９ページをご参照ください。
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行
方
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手

続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て
、
施
設
ご
と
の
特

性
に
応
じ
た
柔
軟
な
管
理
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
専

門
性
の
高
い
事
業
者
を
非
公
募
で
候
補
者
に
選
定
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
規
定
を
追
加
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
既
存
の
条
例
の
範
囲
内
で
対
応
で
き
る
の
で
は

　
今
ま
で
の
条
例
内
容
と
違
い
、
今
回
の
改
正
内

容
は
、
候
補
者
に
設
計
を
発
注
す
る
前
に
関
与
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
建
築
や
そ
の
後
の
管
理
・
運

営
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
公
募
に
よ
ら
な
い
と
あ
る
が
、
建
設
業
者
や
施

設
指
定
管
理
者
等
の
決
定
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
等
は
行
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
選
定
委

員
会
は
設
置
さ
れ
る
の
か

　
施
設
の
維
持
管
理
や
運
営
事
業
者
選
定
委
員
会

等
が
事
業
課
に
設
け
ら
れ
、
公
募
審
査
を
行
っ
て

選
定
す
る
形
に
な
り
ま
す
。
選
定
後
に
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
に
意
見
聴
取
を
行
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

　
行
方
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
行
方
市

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
、
職
員
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

月
例
給
、
特
別
給
及
び
宿
日
直
手
当
の
改
定
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
人
事
院
勧
告
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
ま
た
、
民
間
企
業
と
比
較
し
た
場
合
は

　
今
回
の
人
事
院
勧
告
で
、
国
家
公
務
員
の
給
与

引
き
上
げ
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
家
公
務
員
の
給
与
は
、
民
間
企
業
の
給
与
と
比

較
し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
で
参

考
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
、
国
家
公
務
員
と
比
較
し
て
97
・
２
％
で
あ

り
、
国
家
公
務
員
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

民
間
企
業
の
給
与
水
準
と
比
べ
る
と
低
い
水
準
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は

　
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
給
料
を
比
較
す

る
と
き
に
使
う
統
計
上
の
指
数
で
、
国
の
俸
給
月

給
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
料

水
準
を
表
す
も
の
で
す
。

▼
行
方
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
給
与
改
定
を
実
施
す
る
こ
と

に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
給
料
表

を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
行
方
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び
行
方
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

及
び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
こ
と
に
伴

い
、
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の　
特
別
職
は
「
令
和
７
年
４
月
に
遡
及
」
の
記
載

は
無
い
が
、
遡
及
し
な
い
の
か

　
特
別
職
は
月
例
給
の
改
正
は
な
く
、
期
末
手
当

の
み
の
改
正
で
あ
る
た
め
遡
及
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
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児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

７
年
法
律
第
29
号
）
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令
（
令
和
７
年
内
閣
府
令
第
82
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の

　
今
ま
で
保
育
所
に
お
け
る
虐
待
等
の
通
報
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
防
止
策
と
し
て
監
視
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か

　
現
状
で
は
、
そ
の
よ
う
な
話
は
聞
い
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
行
方
市
内
の
保
育
所
に
お
い
て
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
行
方
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
６
年
法
律
第
47
号
）
に
よ
り
創
設
さ
れ

た
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
対
応
す
る
乳
児
等
の
た

め
の
支
援
給
付
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
乳
児
等
通
園

支
援
を
提
供
す
る
事
業
者
が
従
う
べ
き
基
準
を
定
め

る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
上
位
法
の
改
正
か
ら
、
本
市
の
条
例
制
定
に
至

る
ま
で
の
事
務
の
流
れ
は

　
国
か
ら
制
定
予
定
の
通
知
が
届
き
事
務
作
業
の

案
内
が
さ
れ
、そ
の
後
、公
布
通
知
が
届
き
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
条
例
案
作
成
を
し
、
議
会
に
上
程

し
て
い
ま
す
。

教
育
厚
生

員
委

会

　
行
方
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
料
に
つ
い
て
、
恒
常
的
に

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
徒
歩
通
学
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
利
用
料
を

頂
い
て
い
ま
す
。
今
回
、
３
千
円
を
千
円
と
変
更

し
た
の
は
、
恒
常
的
に
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
で
す
。

　
玉
造
中
学
校
、
北
浦
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
は
し
な
い
の
か

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
学
校
統
廃
合
に
伴
い
、
遠
距

離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
児
童
生
徒
の
就
学
支

援
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
学
校

全
校
と
麻
生
中
学
校
を
対
象
と
し
運
行
し
て
い
ま

す
。

委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望

　
〇
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
人
な
ど
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
料
金
や
運
営
方
針

を
決
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
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～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に
分かりやすく書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、署名又
は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表
紙に自筆による署名又は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情書としてく
ださい。

※　提出方法については、議会事務局へお問い合
わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）

　
行
方
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
10
条

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
８
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
も
の

　
市
道
払
い
下
げ
の
単
価
及
び
算
定
方
法
に
つ
い

て
　
払
い
下
げ
処
分
単
価
は
、
行
方
市
廃
道
敷
等
の

不
用
残
地
処
分
要
領
に
基
づ
い
て
決
定
し
て
い
ま

す
。
処
分
単
価
に
つ
い
て
は
、
処
分
後
の
目
的
が

宅
地
・
雑
種
地
で
あ
れ
ば
隣
接
す
る
土
地
の
固
定

資
産
税
評
価
額
相
当
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
市

道
買
収
単
価
で
払
い
下
げ
処
分
の
価
格
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
行
方
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
10
条

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
８
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
も
の

　
払
い
下
げ
と
な
る
土
地
の
単
価
に
つ
い
て

　
申
請
地
は
雑
種
地
で
あ
る
た
め
、
近
傍
の
固
定

資
産
税
評
価
額
相
当
を
払
い
下
げ
の
金
額
と
し
て

算
定
し
て
い
ま
す
。

▼
行
方
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
８
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
も
の

経
済
建
設

員
委

会
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▼
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
　
公
共
施
設
整
備
基
金

　
基
金
の
状
況
と
将
来
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
庁
舎
を
含
め
た
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
ま

す
。
庁
舎
と
限
定
し
な
い
、
現
在
あ
る
公
共
施
設

の
整
備
基
金
と
し
て
積
み
増
し
て
い
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
末
に
は
、約
21
億
円
に
な
る
と
試
算
し
、

ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
し
て
い
く
の
か
協
議
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 常

任

予
算
決
算

員
委

会

　
　
防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送
管
理
事
業

　
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
の
流
れ
や
今
ま
で
の
実

績
に
つ
い
て

　
電
柱
保
有
会
社
よ
り
、
移
設
対
象
の
電
柱
数
と

光
ケ
ー
ブ
ル
の
メ
ー
タ
ー
数
に
お
い
て
移
設
の
依

頼
が
来
ま
す
。
今
年
度
は
20
件
、
約
４・
７
キ
ロ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
正
は
、
18
件
分

に
な
り
ま
す
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
ば
っ
気
ブ
ロ
ワ
ー
修
繕
に
つ
い
て
。
ど
の
よ
う

な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、検
査
は
行
っ

て
い
る
の
か

　
排
水
処
理
施
設
ば
っ
気
ブ
ロ
ワ
ー
は
、
洗
浄
室

や
調
理
室
な
ど
で
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
貯
め
て
浄

化
す
る
施
設
で
す
。
ば
っ
気
槽
の
中
に
い
る
好
気

性
微
生
物
の
動
き
を
活
発
に
さ
せ
、
汚
水
浄
化
を

制
御
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、
麻

生
・
北
浦
そ
れ
ぞ
れ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
月
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ご
み
収
集
運
搬
委
託
料

　
契
約
金
額
の
推
移
及
び
算
出
根
拠
に
つ
い
て

　
契
約
額
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
が

１
億
６
１
１
５
万
７
６
０
０
円
。
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
が
１
億
７
０
２
８
万
円
で
約

６
％
ア
ッ
プ
。
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
は

１
億
９
５
４
２
万
６
千
円
で
約
15
％
ア
ッ
プ
。
今

回
の
債
務
負
担
行
為
補
正
額
は
、
前
回
よ
り
約

15
％
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
金
額
が
上
が
っ
て
い

る
理
由
と
し
て
は
、
人
件
費
と
燃
料
代
の
上
昇
、

集
積
場
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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庁
舎
建
設
整
備
事
業

　
庁
舎
耐
震
診
断
業
務
委
託
料
の
積
算
根
拠
及
び

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
２
庁
舎（
玉
造・北
浦
庁
舎
）を
ま
と
め
て
行
っ

た
場
合
、
10
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
２
庁
舎
を

別
々
に
行
っ
た
場
合
、
５
か
月
か
ら
６
か
月
程
度

で
耐
震
診
断
の
Ｉ
Ｓ
値
が
判
明
し
ま
す
。
で
き
る

だ
け
早
く
耐
震
診
断
等
の
結
果
を
踏
ま
え
て
事
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
別
々
に
発

注
で
き
る
よ
う
予
算
の
積
算
を
し
て
い
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
議
会
の
可
決
を
受
け
ま
し

た
ら
３
月
ま
で
に
契
約
ま
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
準
備
、
現
地
調
査
、
耐
震
診
断
と
な
り

ま
す
。
耐
震
診
断
の
判
定
は
、
耐
震
判
定
会
議
に

委
託
業
務
内
で
図
ら
れ
ま
す
。

　
行
方
市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
　
現
行
の
基
本
計
画
は
、
統
合
庁
舎
を
建
設
す
る

た
め
の
内
容
で
し
た
。
今
回
、
３
庁
舎
の
耐
震
診

断
を
行
い
、
今
後
の
方
向
性
を
定
め
ま
す
。
令
和

８
年
度
に
は
個
別
施
設
計
画
、
令
和
９
年
度
に
は

公
共
施
設
管
理
計
画
基
本
計
画
を
改
定
し
ま
す
。

耐
震
診
断
後
、
方
向
性
を
決
め
る
時
点
で
議
員
に

相
談
し
な
が
ら
、
新
た
な
手
法
に
対
す
る
計
画
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

討
論
が
あ
り
ま
し
た

【
反
対
討
論
】

　
・
耐
震
診
断
結
果
の
今
後
の
活
用
方
法
や
改
修
費

用
等
が
不
明
確
で
あ
り
、
着
手
前
に
市
民
と
議

会
の
合
意
が
必
要
。

　
・
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
市
民
か
ら
の
合

意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
庁
舎
建
設
の
可
能
性

が
無
く
な
る
流
れ
に
な
る
の
で
反
対
。

【
賛
成
討
論
】

　
・
市
長
公
約
に
対
し
て
市
民
は
結
論
を
出
し
て
い

る
の
で
耐
震
診
断
は
必
要
。

　
・
20
年
前
と
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
検
証

を
実
施
す
る
事
は
必
要
で
あ
る
の
で
賛
成
。

少
数
意
見
の
留
保

　
採
決
終
了
後
、
委
員
よ
り
少
数
意
見
の
留
保
の
申

し
出
が
あ
り
、少
数
意
見
と
し
て
留
保
さ
れ
ま
し
た
。

【
留
保
さ
れ
た
意
見
】

　
耐
震
調
査
の
結
果
、
耐
震
や
改
修
に
関
わ
る
費
用

が
大
き
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
耐
震
や
改

修
費
用
の
算
出
次
第
で
は
、
３
庁
舎
方
式
か
ら
１
庁

舎
方
式
も
視
野
に
入
れ
た
基
本
計
画
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

　委員会における表決の結果、多数を得られず
廃棄された意見で、本会議における審議の際、
委員長が行う委員会の報告結果と合わせて、自
ら少数意見として報告する権利を保持しておく
ことをいいます。

【条件】
１．委員会の結論に反対の意見であり、
　　表決の結果、少数で敗れたもの
２．廃棄された意見に他の委員１人以上
　　の賛成者がいること

議会メモ：
「少数意見の留保」とは…

▼
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
藤
島　
忠
夫
（
水
戸
市
）

　
令
和
８
年
１
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
藤

島
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

11
年
12
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

付託が省略された議案
各委員会への
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本会議において 賛否が分かれた議案
可決

令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

に
つ
い
て

議案
第63号

反
対
討
論

　
庁
舎
の
耐
震
診
断
に
関
す
る
事
業
は
、
市
民
へ
十
分

な
説
明
や
合
意
が
な
く
、
正
式
な
文
書
と
し
て
の
計
画

も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市
長
個
人
の
方
針
だ
け
で
、
現

行
の
庁
舎
建
設
基
本
計
画
や
関
連
条
例
と
の
整
合
性
が

取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
不
適
切
な
事
業
予
算
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14
項
に
基
づ
き
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
追
求
す
べ
き
だ
が
、
総
事

業
費
や
財
源
、
手
順
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
３
庁
舎
方
式

が
最
も
経
費
を
抑
え
ら
れ
る
と
も
考
え
難
い
。
ま
た
、

地
方
自
治
法
第
２
１
８
条
に
基
づ
く
補
正
予
算
は
、
予

算
の
調
製
後
に
生
じ
た
理
由
に
基
づ
き
必
要
が
生
じ
た

と
き
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
該
当
す
る
と
言
え

な
い
。
市
民
合
意
の
も
と
で
計
画
を
見
直
し
、
市
民
会

議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
広
聴
を
行
う
べ
き
。
拙
速
で
は

な
く
丁
寧
な
説
明
と
合
意
形
成
を
重
ね
、
信
頼
さ
れ
る

市
政
運
営
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
東
日
本
大
震
災
が
お
こ
っ
た
時
点
で
、
耐
震
診
断
を

す
ぐ
に
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
問
わ
れ
る
べ
き
。
今
回
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
市
長
は
、
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

元
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
現
行
の
３
庁
舎
を
使

用
す
る
方
針
を
示
し
、
市
民
の
支
持
を
得
た
。
北
浦
庁

舎
と
玉
造
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
今
後
の
費
用
や

庁
舎
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
予
算
を
承
認
し
て
耐
震
診
断
業
務
を
進
め
る

こ
と
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
市
長
は
一
般
質
問
で
、
今
回
の
予
算
は
新
庁
舎
建
設

か
ら
３
庁
舎
維
持
へ
の
第
一
歩
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
耐

震
診
断
調
査
結
果
の
具
体
的
な
活
用
方
法
や
庁
舎
建

設
基
本
計
画
の
改
正
手
順
は
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、

診
断
結
果
は
安
全
性
補
強
ま
で
の
算
出
で
あ
り
、
多

額
の
費
用
に
対
し
て
改
修
費
用
や
必
要
な
経
費
、
全

体
事
業
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
の
段
階
で
は
、
市
長

の
思
い
で
あ
っ
て
市
民
の
総
意
を
得
た
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
は
、
市
民
会
議

で
の
議
論
を
重
ね
市
民
意
見
公
募
や
市
民
説
明
会
を

経
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
市
議
会
に
お
い
て
も
庁
舎
建

設
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
論
を
重
ね
、
行
方
市
役

所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
可
決
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
無
視
し
、
推
し
進

め
る
事
は
、
民
意
や
議
会
を
軽
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
を
着
手
す
る
前
に
、
市
民
及
び
議
会
の
合
意
を

得
て
か
ら
予
算
化
す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
行
方
市
の
行
政
の
基
本
は
市
民
本
位
で
あ
り
、
限
ら

れ
た
資
金
と
人
材
の
中
で
、
最
小
に
し
て
最
大
の
費
用

対
効
果
を
出
す
事
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
民
本

位
の
根
拠
と
し
て
の
３
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
法
的
根
拠

が
あ
る
こ
と
、
全
地
域
全
市
民
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
直
近
の
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
選
挙
は

国
の
認
め
る
全
て
の
根
拠
で
あ
り
、
市
民
本
位
の
考
え

を
汲
み
取
る
た
め
の
選
挙
で
あ
る
。
も
っ
と
市
民
の
考

え
を
聞
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
考
え
が
あ
る
が
、
様
々

な
考
え
を
合
理
的
な
数
値
と
し
て
、
民
主
主
義
は
多
数

決
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
多
数
決
の
原
理
の
中

で
成
り
立
つ
の
が
行
政
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
認
識
に

立
っ
た
考
え
の
中
で
、
次
世
代
の
た
め
に
責
任
あ
る
判

断
を
求
め
る
。

議案賛否結果一覧表
（賛成＝○、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－、議長＝■）

賛否が分かれた
議案と賛否結果

１　
宮
嵜　
和
洋

３　
伊
勢
山
仙
寿

４　
髙
野　
市
郎

５　
阿
部
孝
太
郎

６　
小
野
瀬
忠
利

７　
栗
原　
　
繁

８　
土
子　
浩
正

９　
貝
塚　
俊
幸

10　
鈴
木　
　
裕

11　
髙
橋　
正
信

12　
小
林　
　
久

13　
髙
木　
　
正

14　
大
原　
功
坪

15　
鈴
木　
義
浩

16　
岡
田　
晴
雄

17　
髙
栁
孫
市
郎

18　
宮
内　
　
守

賛 

否 

結 

果

議 案 第 63 号 × 〇 〇 ― 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 ― ― 〇 〇 ■ 可決

※賛成者を起立させ、表決を行いました。
※棄権は表決する権利を行使しなかった場合です（棄権は退席・不在を含みます）。
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第４回（12 月）定例会で補正された予算（令和７年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 63 号
一般会計

（第５号）
8 億 6,341 万円　増額

（214 億 8,828 万７千円）

・庁舎耐震診断業務委託料　/　3,252 万 7 千円
・庁舎建設基本設計業務委託料 / △ 7,030 万円
・庁舎建設 CM 業務委託料　/　△ 4,620 万円
・財政調整基金積立金　/　３億 3,651 万８千円
・公共施設整備基金積立金　/　３億 8,100 万円
・行方市消防自動車整備事業積立金
� /　8,450 万１千円
・障害者福祉サービス給付費　
� / １億 1,027 万円２千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案可決
（賛成多数）

議案第 64 号
国民健康保険特別会計

（第１号）
189 万１千円　減額

（45 億 9,010 万９千円） ・職員給与費　/　△ 189 万１千円 原案可決
（全会一致）

議案第 65 号
介護保険特別会計

（第２号）

保険事業勘定
9,335 万６千円 増額

（39 億 1,321 万９千円）

・職員給与費　/　△ 1,319 万３千円
・国庫支出金等償還金　/　7,194 万６千円
・一般会計操出金　/　3,433 万４千円

原案可決
（全会一致）

議案第 66 号
水道事業会計
（第３号）

【収益的収入】72 万円　減額
（９億 5,302 万８千円）
【収益的支出】15 万９千円 減額
（８億 6,626 万２千円）

【収益的収入】
・他会計補助金　/　△ 72 万円
【収益的支出】
・受水費及び職員給与費　/　△ 15 万９千円　

原案可決
（全会一致）

議案第 67 号
下水道事業会計

（第１号）

【収益的収入】68 万２千円　減額
（８億 7,423 万９千円）
【収益的支出】68 万２千円　減額
（８億 7,423 万９千円）

【収益的収入】
・他会計補助金　/　△ 68 万２千円
【収益的支出】
・職員給与費　/　△ 68 万２千円

原案可決
（全会一致）

《市長提出議案》

令和７年第４回行方市議会定例会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

議案第 52 号 副市長の選任について 原案同意
（全会一致） ―

議案第 53 号 行方市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決
（全会一致） 総務委員会

議案第 54 号
行方市職員の給与に関する条例及び行方市一般職の任期付職
員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
について

原案可決
（全会一致） 総務委員会

議案第 55 号 行方市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決
（全会一致） 総務委員会

議案第 56 号

行方市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例及び行方市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤
務条件及び職務に専念する義務の特例に関する条例の一部を
改正する条例について

原案可決
（全会一致） 総務委員会

議案第 57 号 児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定について

原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 58 号 行方市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について

原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 59 号 行方市スクールバス運行に関する条例の一部を改正する条例
について

原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 60 号 行方市道路線の廃止について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 61 号 行方市道路線の変更について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 62 号 行方市道路線の認定について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。
※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。
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決算審査について

審査報告 予算決算常任委員会予算決算常任委員会

　令和６年度の一般会計、各特別会計、水道事業会計及び下水道事業会計の決算は、10 月（令和
７年第３回）定例会において予算決算常任委員会に付託され、10 月 31 日、11 月 4 日から５日ま
での３日間で審査されました。委員会では、市政全般にわたり多くの質疑があり、審査の結果、全
ての会計において認定されました。
　ここでは、質疑の内容を抜粋してお知らせします。

日程／令和７年 10 月 31 日、11 月４日～ 5 日 委員長

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
実
績
。
ま
た
、

専
門
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
か

　
令
和
６
年
度
は
６
６
７
頭
で
す
。

捕
獲
数
は
年
々
上
が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
１
頭
に
つ
き
１
万

円
、
令
和
７
年
度
は
11
月
よ
り
国
県

補
助
金
が
入
り
２
万
６
千
円
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
専
門
業
者
に
依
頼
す

る
と
、
２
倍
近
く
の
金
額
に
な
る
こ

と
や
、
他
か
ら
多
く
の
要
望
が
あ
り

ハ
ン
タ
ー
の
確
保
が
で
き
な
い
等
の

回
答
を
得
て
い
ま
す
が
、
猟
友
会
と

相
談
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　
一
時
預
か
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る

保
育
所
の
数
や
利
用
実
績
に
つ
い
て

　
市
内
保
育
所
５
園
で
実
施
し
て
い

ま
す
。令
和
６
年
度
は
延
べ
人
数
で
、

２
６
２
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

保
育
所
ご
と
に
料
金
は
異
な
っ
て
お

り
、
１
時
間
当
た
り
３
０
０
円
の
と

こ
ろ
や
、
１
日
当
た
り
２
千
円
で
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

一
時
預
か
り
時
間
は
、
保
育
所
が
開

園
し
て
い
る
時
間
帯
内
で
の
８
時
か

ら
19
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
事
業

　
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
Ｕ
Ｄ
と
行

方
フ
ォ
ン
ト
の
今
後
の
展
開
は

　
現
在
、
公
文
書
等
で
使
用
し
て
い

る
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
は
継
続
で
使
用
し

ま
す
。
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

で
制
定
し
た
行
方
フ
ォ
ン
ト
は
、
行

方
市
ら
し
い
部
分
を
Ｐ
Ｒ
す
る
時
や

広
報
な
ど
で
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
事
務
費

　
移
動
市
役
所
の
実
績
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
は
、
３
カ
所
（
な
め

が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ベ
イ
シ

ア
玉
造
店
、
セ
イ
ミ
ヤ
モ
ー
ル
麻
生

店
）
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
運
行
開

始
が
遅
か
っ
た
た
め
、
巡
回
回
数
は

５
回
で
す
。
対
応
内
訳
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
申
請
１
件
、
マ
イ
ナ
保
険
証

紐
づ
け
２
件
、
証
明
書
発
行
１
件
、

市
政
に
関
す
る
相
談
20
件
で
す
。

産
業
立
地
推
進
事
業

　
企
業
訪
問
等
の
内
容
や
実
績
に
つ

い
て

　
令
和
６
年
度
の
相
談
件
数
は
66
件

で
、
県
内
が
32
件
、
県
外
が
28
件
、

海
外
が
６
件
で
す
。
訪
問
や
メ
ー
ル

等
で
の
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実

績
と
し
て
は
、
上
山
鉾
田
工
業
団
地

へ
１
社
入
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

　
特
産
品
開
発
支
援
補
助
金
の
内
容

は
　
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

と
し
て
、
農
畜
水
産
物
全
体
の
底
上

げ
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
行
い
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
シ
ラ
ウ
オ
を
核
に
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
産
品
開
発
支
援
補
助
金
は
、

新
た
な
特
産
品
と
な
る
商
品
開
発
を

行
い
販
売
す
る
事
業
者
や
生
産
者
等

を
支
援
す
る
補
助
制
度
で
す
。
令
和

６
年
度
は
３
事
業
者
に
対
し
、
焼
き

芋
の
製
造
機
器
等
や
川
魚
を
活
用
し

た
商
品
製
造
機
器
等
の
補
助
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

阿部　孝太郎
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児
童
手
当
支
給
事
業

　
制
度
改
正
後
の
支
援
内
容
と
周
知
方
法
に
つ
い

て
　
令
和
６
年
10
月
に
制
度
改
正
し
第
３
子
以
降
は

１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円
に
増
額
支
給
、
支
給
数

は
年
３
回
か
ら
２
か
月
（
偶
数
月
）
ご
と
の
支
給

に
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、所
得
制
限
の
撤
廃
、

高
校
生
ま
で
の
支
給
と
制
度
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
年
代
へ
は

個
別
に
通
知
を
し
ま
し
た
。
所
得
制
限
の
撤
廃
等

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
た
ほ

か
、
個
別
通
知
も
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
更
生
援
護
事
業

　
特
別
障
害
者
手
当
等
の
対
象
者
と
支
給
額
に
つ

い
て

　
特
別
障
害
者
手
当
等
は
障
害
児
福
祉
手
当
と
特

別
障
害
者
手
当
の
合
計
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
手
当
の
基
本
要
件
は
、
身
体
、
知
的
、
精

神
に
重
度
障
害
を
有
し
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護

を
必
要
と
し
在
宅
で
あ
る
こ
と
で
す
。
障
害
児
福

祉
手
当
は
、
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
月
額
１
万
５
６
９
０
円
。
対
象
者

は
13
人
で
し
た
。
特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳
以

上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
月
額

２
万
８
８
４
０
円
。
対
象
者
は
33
人
で
し
た
。

民
間
住
宅
等
適
正
化
事
業

　
空
き
家
解
体
補
助
金
の
活
用
が
無
か
っ
た
要
因

は
　
空
き
家
解
体
補
助
金
は
、
上
限
１
０
０
万
円
と

し
３
件
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
。
管
理
不
全
状
態

と
な
っ
て
い
る
空
き
家
等
に
対
し
て
自
主
的
な

解
体
を
促
進
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、解
体
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
市
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る

な
ど
、
市
民
が
よ
り
目
に
す
る
よ
う
な
ツ
ー
ル
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

公
園
管
理
事
業

　
公
園
施
設
調
査
設
計
委
託
料
と
公
園
施
設
維
持

補
修
工
事
の
内
容
は

　
公
園
施
設
調
査
設
計
委
託
料
は
、
手
賀
ふ
れ
あ

い
の
森
の
設
計
及
び
北
浦
地
内
の
遊
具
設
置
測
量

設
計
業
務
の
委
託
料
で
す
。
公
園
施
設
維
持
補
修

工
事
の
主
な
も
の
は
、
手
賀
ふ
れ
あ
い
の
森
の
木

造
防
護
柵
の
補
修
工
事
で
す
。
年
数
が
経
過
し
腐

食
に
よ
り
危
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
主
な
も
の
と
し
て
、
北
浦

地
区
の
山
田
地
内
に
設
置
し
た
遊
具
の
工
事
費
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費

　
物
価
高
騰
の
中
で
の
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

　
賄
い
材
料
代
等
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
給
食
費
の
据
え
置
き
は
継
続
し
て

い
ま
す
。
物
価
高
騰
の
部
分
の
財
源
等
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
等
を
活
用
し
、
保
護

者
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。

幼
稚
園
費

　
幼
稚
園
の
休
園
基
準
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
行
方
市
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
方

針
）
が
令
和
３
年
４
月
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、新
入
園
児
が
２
年
連
続
で
５
人
未
満
、

ま
た
、
４
歳
児
・
５
歳
児
合
わ
せ
て
10
人
未
満
の

場
合
は
翌
年
度
の
園
児
募
集
を
行
わ
な
い
こ
と
。

そ
の
後
、
在
園
児
が
不
在
に
な
っ
た
時
点
で
休
園

す
る
こ
と
。
休
園
す
る
園
が
あ
る
場
合
は
、
存
続

す
る
園
で
速
や
か
に
３
年
保
育
を
開
始
す
る
こ
と

が
方
針
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
民
間
の
こ

ど
も
園
等
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
公
立
幼
稚
園
は
１
園
に
な
っ
て
も

継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



行方市の情報をスマートフォンやタブレット、パソコンで！

まちの情報をまちの情報を
電子アプリでお届けします電子アプリでお届けします

紙
報
広

紙
報
広 日日

　
常常 し

ら
く

し
ら
く 防防

　
災災

無料 FREE

カタログポケット

Catalog Pocket
「Catalog Pocket」は

まちのさまざまな情報を閲覧できるアプリです。
アプリ上で登録をすれば

プッシュ通知で確実に情報をお届け。
多言語対応＆音声読み上げもできます。

Catalog Pocket
カタポケ ■iPhone ■Android

PC も可無料 FREE
 ※ PC 版はプッシュ通知はありません。

まちのまちの

広報紙広報紙

行方市のコンテンツはこちら▶

※　デジタルブックの配信は発行日の 10日後となります。

無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。

音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
インストールが必要です。
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市の考えを問います
一 般 質 問
12 月 9 日（４議員）
小野瀬　忠利（一問一答）………13ページ
　１．経済振興
　２．就学前の子どもの環境づくり

宮嵜　和洋（一括後一問一答）…14ページ
　１．市長の公約の進捗の確認
　２．行方市歴史資料室

伊勢山　仙寿（一問一答）………14ページ
　１．つくば霞ヶ浦りんりんロードの現在
　２．本市においての犯罪について
　３．旧小貫小学校跡地の賃貸借契約について
　４．農地の状況

土子　浩正（一括後一問一答）…15ページ
　１．新市建設計画及び市庁舎建設事業
　２．地域医療と市庁舎建設
　３．道路整備計画について

12 月 10 日（４議員）
阿部　孝太郎（一問一答）………15ページ
　１．子育て支援
　２．空家対策

鈴木　義浩（一括後一問一答）…16ページ
　１．温浴施設の指定管理
　２．庁舎建設の進め方
　３．玉造市街地の排水整備計画

小林　久（一括後一問一答）……16ページ
　１．行政組織
　２．事業推進

髙橋　正信 （一括後一問一答）…17ページ
　１．将来に希望の持てるまちづくり

経
済
振
興

問　
経
済
振
興
に
つ
い
て

答　
市
長　
平
成
17
年
の
行
方
市
発
足

時
と
比
べ
て
、
第
１
次
産
業
、
第
２
次

産
業
及
び
第
３
次
産
業
そ
れ
ぞ
れ
の
就

業
者
数
、
事
務
所
数
、
商
店
数
と
も
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
売
上
げ
等

に
つ
い
て
も
製
造
業
や
商
業
は
大
幅
に

減
少
し
て
お
り
、
唯
一
、
増
額
と
な
っ

て
い
る
農
業
産
出
額
に
つ
い
て
も
、
資

材
等
の
高
騰
に
よ
っ
て
実
質
的
な
農
業

所
得
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
経
済
振
興
全

体
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
交
付

金
を
活
用
し
、
生
活
者
で
あ
る
市
民
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
事
業
者
へ
の
支

援
を
通
じ
、
効
果
的
な
経
済
振
興
が
展

開
で
き
る
よ
う
十
分
な
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

就
学
前
の
子
ど
も
の
環
境
づ

く
り

問　
市
立
幼
稚
園
の
現
状
、
課
題
、
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て

答　
教
育
長　
市
立
幼
稚
園
は
地
域
の

幼
児
教
育
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
少
子
化
や
保
護

者
の
就
労
環
境
の
変
化
、
国
に
よ
る
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
措
置
等
の
影

響
を
受
け
、
園
児
数
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
今
年
度
の
園
児
数
が
３
園
で

42
名
と
な
り
、
次
年
度
の
募
集
に
お
い

て
は
３
園
で
４
名
と
極
め
て
少
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
今
年
７
月
に
市
内
の

３
歳
児
以
下
の
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
公
立
幼
稚
園
へ
の
入
園
を
希
望

し
な
い
が
83
％
あ
っ
た
一
方
で
、
一
定

数
の
希
望
者
が
い
る
点
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
立
幼
稚
園
は
地
域
の
幼
児
教
育
を

維
持
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
在
り
方
を

見
直
し
、
持
続
可
能
な
形
で
運
営
を
進

め
る
た
め
、
行
方
市
公
立
幼
稚
園
検
討

委
員
会
を
新
た
に
発
足
さ
せ
、
各
種

デ
ー
タ
や
方
針
を
基
盤
に
、
公
立
幼
稚

園
の
適
正
な
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

８名の議員が登壇し、執行部に対し方針等を問い
ました。
紙面の内容は、質問・答弁共に議員自らが要約・
執筆、寄稿したものを掲載しています。

※第４回定例会から、一般質問の発言時間は、質
問及び答弁を含めて 60 分以内となりました。

小野瀬　忠利 議員
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市
長
の
公
約
の
進
捗
の
確
認

問　
土
浦
協
同
病
院
な
め
が
た
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
の
救
急
救
命
の
回
復
の
進

捗
に
つ
い
て

答　
市
長　
10
月
７
日
に
Ｊ
Ａ
茨
城
県

厚
生
連
の
代
表
理
事
長
と
面
会
、
10
月

８
日
に
茨
城
県
知
事
に
ご
挨
拶
、
11
月

19
日
に
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
に
対
し
て

地
域
医
療
体
制
の
確
保
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
、
同
日
に
茨
城
県
の
医
療

事
業
担
当
部
長
と
医
療
政
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

問　
10
月
7
日
の
会
合
で
地
域
医
療
等

に
係
る
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
に
つ

い
て
協
議
し
た
の
か

答　
市
長　
締
結
内
容
は
継
続
す
る
事

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

問　
11
月
19
日
の
会
合
で
Ｊ
Ａ
茨
城
県

厚
生
連
の
代
表
理
事
長
に
要
望
書
を
提

出
し
た
時
の
反
応
は

答　
市
長　
行
方
市
の
方
針
が
変
わ
っ

た
以
上
、
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
と
し

て
も
何
ら
か
の
変
更
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
で
は
厳
し
い
と
い
う
お
話
が
中
心

で
あ
り
ま
し
た
。

問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

場
所
で
、
病
院
機
能
と
庁
舎
機
能
の
両

立
は
１
０
０
％
不
可
能
で
し
ょ
う
か

答　
市
長　
新
庁
舎
の
建
設
の
可
能
性

は
当
然
高
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
、
元
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
、
行

方
市
の
所
有
物
件
で
は
な
い
と
こ
ろ
を

改
修
し
た
上
で
、
庁
舎
と
し
て
両
立
を

さ
せ
る
事
に
つ
い
て
は
、
私
は
適
当
で

は
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
新
市
建
設
計
画
の
変
更
案
に
つ
い

て答　
市
長　
新
市
建
設
計
画
は
、
合
併

特
例
債
を
活
用
す
る
上
で
の
基
礎
と
な

る
建
設
計
画
な
の
で
フ
ァ
ジ
ー
に
計
画

が
作
ら
れ
て
お
り
、
計
画
の
変
更
に
対

応
出
来
ま
す
。
私
は
合
併
特
例
債
を
活

用
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
第
一
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
方
市
歴
史
資
料
室

問　
現
在
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

答　
教
育
長　
学
芸
員
や
職
員
が
常
駐

し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

利
用
者
が
増
え
る
よ
う
に
鋭
意
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
の
犯
罪
に
つ

い
て

問　
本
市
に
お
い
て
の
犯
罪
に
つ
い
て

答　
総
務
部
長　
令
和
６
年
度
刑
法
犯

認
知
件
数
は
２
５
６
件
、
そ
の
う
ち
空

き
巣
が
14
件
、忍
び
込
み
が
３
件
で
す
。

市
内
19
か
所
20
基
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
。
行
方
警
察
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
市
民
の
防
犯
意
識
向
上
の
た
め
、
防

災
無
線
、
メ
ル
マ
ガ
及
び
な
め
テ
レ
等

で
の
注
意
喚
起
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
補

助
金
の
交
付
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
の
詐
欺
被
害

の
数
字
は
警
察
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
な
め
テ
レ
等
で
防
犯
等
を
訴

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
行
っ
て
い
る
手

法
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
施
策
を
展
開

し
、
被
害
者
が
い
な
く
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

旧
小
貫
小
学
校
跡
地
の
賃
貸

借
契
約
に
つ
い
て

問　
旧
小
貫
小
学
校
跡
地
の
賃
貸
借
契

約
に
つ
い
て

答　
総
務
部
長　
合
同
会
社
オ
フ
ィ
ス

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｔ
か
ら
、
き
の
こ
栽
培
を
目
的

と
し
た
利
用
申
請
が
あ
り
約
半
年
間
の

貸
付
期
間
と
し
、
令
和
７
年
９
月
22
日

に
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

当
該
法
人
は
、
な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
拠
点
と
し
ア
グ
リ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
事
業
者
で
あ
り
、
市

内
で
事
業
地
を
選
考
す
る
な
か
、
学
校

跡
地
の
利
用
申
請
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

農
地
の
状
況

問　
本
市
の
農
業
後
継
者
の
状
況
に
つ

い
て

答　
経
済
部
長　
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
本
市
に
お
い
て

１
９
９
５
の
農
業
経
営
体
が
あ
り
ま
す

が
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
経
営
体

が
１
５
３
２
と
な
っ
て
お
り
約
８
割
に

も
上
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
経
営
の
継

承
は
深
刻
化
し
て
お
り
、
本
市
独
自
の

支
援
策
の
研
究
、
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
土
地
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
無
許

可
賃
貸
は
農
作
物
市
場
価
格
の
不
安
定

に
つ
な
が
る
が

答　
市
長　

こ
れ
か
ら
の
農
地
の
再

編
、
あ
る
い
は
儲
か
ら
な
い
農
業
に
つ

な
が
る
懸
念
も
あ
る
の
で
、
法
律
に

沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う

に
関
係
部
署
へ
指
示
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。　
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あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
で
は
厳
し
い
と
い
う
お
話
が
中
心

で
あ
り
ま
し
た
。

問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

場
所
で
、
病
院
機
能
と
庁
舎
機
能
の
両

立
は
１
０
０
％
不
可
能
で
し
ょ
う
か

答　
市
長　
新
庁
舎
の
建
設
の
可
能
性

は
当
然
高
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
、
元
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
、
行

方
市
の
所
有
物
件
で
は
な
い
と
こ
ろ
を

改
修
し
た
上
で
、
庁
舎
と
し
て
両
立
を

さ
せ
る
事
に
つ
い
て
は
、
私
は
適
当
で

は
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
新
市
建
設
計
画
の
変
更
案
に
つ
い

て答　
市
長　
新
市
建
設
計
画
は
、
合
併

特
例
債
を
活
用
す
る
上
で
の
基
礎
と
な

る
建
設
計
画
な
の
で
フ
ァ
ジ
ー
に
計
画

が
作
ら
れ
て
お
り
、
計
画
の
変
更
に
対

応
出
来
ま
す
。
私
は
合
併
特
例
債
を
活

用
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
第
一
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
方
市
歴
史
資
料
室

問　
現
在
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

答　
教
育
長　
学
芸
員
や
職
員
が
常
駐

し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

利
用
者
が
増
え
る
よ
う
に
鋭
意
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
旧
小
貫
小
学
校
跡
地
の
賃
貸
借
契

約
に
つ
い
て

答　
総
務
部
長　
合
同
会
社
オ
フ
ィ
ス

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｔ
か
ら
、
き
の
こ
栽
培
を
目
的

と
し
た
利
用
申
請
が
あ
り
約
半
年
間
の

貸
付
期
間
と
し
、
令
和
７
年
９
月
22
日

に
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

当
該
法
人
は
、
な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
拠
点
と
し
ア
グ
リ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
事
業
者
で
あ
り
、
市

内
で
事
業
地
を
選
考
す
る
な
か
、
学
校

跡
地
の
利
用
申
請
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

農
地
の
状
況

問　
本
市
の
農
業
後
継
者
の
状
況
に
つ

い
て

答　
経
済
部
長　
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
本
市
に
お
い
て

１
９
９
５
の
農
業
経
営
体
が
あ
り
ま
す

が
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
経
営
体

が
１
５
３
２
と
な
っ
て
お
り
約
８
割
に

も
上
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
経
営
の
継

承
は
深
刻
化
し
て
お
り
、
本
市
独
自
の

支
援
策
の
研
究
、
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
土
地
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
無
許

可
賃
貸
は
農
作
物
市
場
価
格
の
不
安
定

に
つ
な
が
る
が

答　
市
長　

こ
れ
か
ら
の
農
地
の
再

編
、
あ
る
い
は
儲
か
ら
な
い
農
業
に
つ

な
が
る
懸
念
も
あ
る
の
で
、
法
律
に

沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う

に
関
係
部
署
へ
指
示
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。　
　

新
市
建
設
計
画
及
び
市
庁
舎

建
設
事
業

問　
現
在
の
庁
舎
建
設
基
本
計
画
と
新

市
建
設
計
画
の
整
合
性
と
手
順
に
つ
い

て答　
市
長　
庁
舎
建
設
基
本
計
画
は
３

庁
舎
を
統
合
す
る
内
容
で
す
が
、
私
の

選
挙
公
約
で
あ
る
３
庁
舎
体
制
の
観
点

か
ら
３
庁
舎
体
制
維
持
へ
と
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

答　
総
務
部
長　
現
在
の
庁
舎
建
設
基

本
計
画
は
庁
舎
統
合
を
前
提
と
し
た
計

画
で
あ
り
、
進
め
方
に
つ
い
て
は
整
合

性
を
図
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
医
療
と
市
庁
舎
建
設

問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

病
院
機
能
の
継
続
と
庁
舎
建
設
の
可
能

性
に
つ
い
て

答　
市
長　
現
在
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
機

能
を
継
続
し
、
病
院
機
能
の
段
階
的

な
回
復
を
目
指
し
ま
す
。

問　
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
と
の
協
議
に

つ
い
て

答　
市
長　
密
に
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問　
市
庁
舎
建
設
と
病
院
機
能
回
復
と

の
優
先
順
位
に
つ
い
て

答　
市
長　
私
の
政
策
の
一
丁
目
一
番

地
は
病
院
の
機
能
回
復
を
目
指
し
て
い

ま
す
。道

路
整
備
計
画
に
つ
い
て

問　
麻
生
地
区
の
舗
装
率
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
舗
装
率
は
県
66
％
、

行
方
市
46
％
、
麻
生
地
区
44
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
の
地
区
に
比
べ
て
や
や

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
舗
装
率
の
低
い
麻
生

地
区
に
お
い
て
、
現
在
、
進
め
て
い
る

16
路
線
を
重
点
的
に
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

答　
市
長　
麻
生
東
小
学
校
の
児
童
が

安
全
に
通
学
で
き
る
体
制
、
ま
た
国
道

３
５
５
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
重
点

的
に
予
算
を
付
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

問　
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
施
策
の

成
果
と
今
後
に
つ
い
て

答　
市
長　
不
妊
治
療
等
の
補
助
、
妊

娠
届
出
時
及
び
出
生
届
出
後
に
支
給
す

る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
金
、
入
学

時
期
に
支
給
す
る
子
育
て
応
援
ニ
コ
ニ

コ
（
弐
湖
弐
湖
）
支
援
金
等
と
と
も

に
、
特
筆
す
べ
き
施
策
と
し
て
、
令
和

７
年
４
月
か
ら
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の

保
育
料
を
無
償
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
各
種
施
策
の
実
践
に
よ
り
、
少
子
化

対
策
や
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

に
実
施
し
た
１
歳
６
か
月
児
健
診
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
こ
の
地
域
で

子
育
て
し
た
い
と
回
答
し
た
割
合
が

95
．
５
％
と
高
い
結
果
を
得
て
お
り
、

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
子
育
て

支
援
を
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。

答　
市
民
福
祉
部
長　
今
後
は
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
事
業
、
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
の
体
制
整
備
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
育
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
子
育
て
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問　
子
ど
も
図
書
館
の
設
置
は

答　
市
長　
今
後
想
定
さ
れ
る
、
市
の

空
き
財
産
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設

な
ど
の
活
用
と
と
も
に
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

空
家
対
策

問　
空
家
対
策
の
課
題
は

答　
総
務
部
長　

課
題
の
一
つ
と
し

て
、
庁
内
の
体
制
が
一
部
分
散
さ
れ
て

お
り
、
相
談
者
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
空
家
関
連

業
務
の
一
元
化
や
対
応
窓
口
の
一
本
化

な
ど
を
検
討
し
、
空
家
対
策
の
有
効
化

を
図
っ
て
行
き
た
い
考
え
で
す
。

問　
す
で
に
倒
壊
し
、
市
道
を
塞
い
で

い
る
空
家
へ
の
対
応
は

答　
市
長　
早
急
に
対
応
の
仕
方
を
検

討
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

対
応
し
ま
す
。
市
道
な
の
で
、
市
道
の

管
理
者
と
し
て
の
適
正
な
管
理
の
在
り

方
を
再
確
認
し
ま
す
。
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小林　久 議員

鈴木　義浩 議員
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温
浴
施
設
の
指
定
管
理

問　
令
和
６
年
11
月
８
日
開
催
の
公
の

施
設
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会

で
、当
時
、取
締
役
で
あ
っ
た
市
長
は
、

こ
の
委
員
会
へ
の
出
席
は
し
て
い
た
の

か
。
ま
た
、
出
席
し
た
と
き
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
20
分
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
30

分
、
そ
の
時
に
発
言
を
さ
れ
た
の
か
を

問
う

答　
市
長　
私
自
身
、
確
か
に
出
席
し

て
、
職
員
と
し
て
知
り
得
た
情
報
等
を

使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
有
利

に
と
い
う
よ
り
、私
自
身
の
、私
が
持
っ

て
い
る
思
い
を
一
部
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
の
は
事
実
で
す
。

問　
執
行
部
側
も
政
治
倫
理
条
例
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
提
案
で
も
あ

る
。

答　
市
長　

議
員
ご
提
案
の
特
別
職

が
、
自
ら
の
襟
を
正
す
意
味
で
も
、
そ

の
よ
う
な
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
私
自
身
は
や
ぶ
さ
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
副
市
長
、
あ

る
い
は
教
育
長
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。玉

造
市
街
地
の
排
水
整
備
計
画

問　
柄
貝
区
・
下
宿
区
の
用
排
水
路
整

備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
台
風
時
の
ま
と
ま
っ

た
降
雨
や
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り

浸
水
被
害
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
近
隣
住

民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
本
年
度
中
に
作

成
す
る
詳
細
設
計
に
基
づ
き
ま
し
て
、

地
元
の
理
解
、
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

る
こ
と
で
、
効
率
的
な
水
の
流
れ
を
確

保
し
、
災
害
リ
ス
ク
の
減
少
に
努
め
ま

す
。

問　
萩
根
川
に
分
流
す
る
こ
と
は
可
能

か答　
建
設
部
長　
萩
根
川
流
域
ま
で
分

流
で
き
る
か
、
今
後
検
討
を
行
い
ま
し

て
、
効
果
的
な
排
水
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
組
織

問　
改
編
の
理
由

答　
市
長　
地
域
振
興
、
鳥
獣
害
被
害

対
策
等
を
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
、
一
月
一
日
付
で
組
織

改
編
を
行
う
事
と
し
ま
し
た
。今
後
も
、

変
化
し
続
け
る
行
政
課
題
に
、
適
宜
、

措
置
を
講
じ
る
事
で
よ
り
良
い
行
政
運

営
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
人
事
の
事
で
、
総
務
部
長
も
含
め
、

副
市
長
と
も
ま
だ
詳
細
な
相
談
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
議
会
が
終
了
し
た
後
に
正

式
な
辞
令
発
令
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　
農
業
政
策
の
充
実

答　
経
済
部
長　
振
興
策
の
研
究
や
充

実
に
努
め
、
異
常
気
象
等
に
よ
る
病
害

虫
の
発
生
、
気
象
災
害
、
農
作
物
へ
の

被
害
に
対
し
、
関
連
団
体
と
連
携
し
迅

速
な
連
絡
、
情
報
共
有
、
初
動
対
応
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
推
進

問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

病
院
機
能
の
回
復
、
新
庁
舎
建
設
見
直

し
の
財
政
計
画

答　
市
長　
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、

鹿
行
地
域
の
医
療
資
源
で
あ
る
な
め
が

た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
院
機
能
の

段
階
的
な
回
復
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
茨
城

県
厚
生
連
や
茨
城
県
と
連
携
し
、
段
階

的
な
再
建
に
向
け
て
の
要
望
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

答　
総
務
部
長　
財
源
の
基
本
的
な
考

え
で
新
庁
舎
建
設
を
想
定
し
て
い
た
合

併
特
例
債
の
活
用
額
は
、
耐
震
補
強
や

大
規
模
改
修
で
も
、
有
利
な
財
源
と
し

て
活
用
が
可
能
で
す
。
普
通
建
設
事
業

と
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
で
約

１
６
５
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
42
億
６
千
万
円
程
度
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
て
い
く
計
画
で
、
主
な

内
容
は
小・中
学
校
の
空
調
設
備
整
備
、

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
、
道
路
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

答　
市
長　
耐
震
診
断
を
し
た
上
で
、

危
険
で
あ
れ
ば
他
の
施
設
、
例
え
ば
、

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
元
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
一
時
的
に
お
借
り

す
る
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
選
択
肢
も
あ

る
の
か
な
と
い
う
よ
う
な
感
じ
も
し
て

い
ま
す
。



一般質問

髙橋　正信 議員

本会議の内容を知りたい
「行方市議会　会議録検索システム」

　本会議の内容は、なめがたエリアテレビや、インターネット録画中継でもご覧に
なれますが、会議の公式記録は会議録となります。会議録は、インターネットにて
全文を確認できます。
　市議会ホームページで「会議録」を選択してください。
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将
来
に
希
望
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り

問　
10
月
７
日
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
の

代
表
理
事
長
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、

病
院
機
能
回
復
へ
の
可
能
性
は
見
い
だ

せ
た
の
か

答　
市
長　
経
済
的
な
面
や
医
療
人
材

の
確
保
等
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
医
療

現
場
が
疲
弊
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
な
め
が
た
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
庁
舎
と
し
て
活
用

す
る
事
は
、
現
時
点
で
は
白
紙
に
し
た

い
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。
今
後
、
方
針

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
活
用
し
た
ら
い
い
の
か
を
、
お
互
い

知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
命
を
守
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
ぐ

ら
い
編
成
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

は
な
い
の
か

答　
市
長　
私
自
身
そ
の
よ
う
な
考
え

が
あ
り
ま
す
。
秘
書
課
の
中
に
重
点
施

策
を
推
進
し
て
い
く
専
任
の
職
員
を

配
置
し
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
と
の
話
し
合

い
は
交
渉
事
で
す
の
で
、
物
別
れ
に
な

る
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
場
合
、
市
長
は

ど
の
よ
う
な
責
任
を
感
じ
、
ど
の
よ
う

な
判
断
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
か

答　
市
長　
そ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ

う
に
市
民
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
っ
て
運
営
に
あ

た
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
一
家
庭
の
一
つ
の
部
屋
を
安
全
な

空
間
に
す
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

置
。そ
し
て
そ
の
費
用
に
対
す
る
助
成
。

命
を
守
る
実
現
者
と
し
て
賛
同
し
て
い

た
だ
け
な
い
か

答　
市
長　
非
常
に
有
効
な
手
段
と
し

て
令
和
８
年
度
予
算
に
計
上
し
、
ご
可

決
を
賜
れ
ば
非
耐
震
住
宅
へ
の
設
置
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
能
登
半
島
地
震
で
の
火
災
は
、
通

電
火
災
で
あ
っ
た
と
の
結
果
報
告
が
あ

り
ま
す
。
震
度
５
強
以
上
に
な
っ
た
場

合
、
電
気
を
強
制
的
に
遮
断
す
る
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
は
大
事
な
備
え
に

な
り
ま
す
が
、
補
助
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か

答　
市
長　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
市
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
購
入
費
の
助

成
制
度
を
設
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

病
院
機
能
の
回
復
、
新
庁
舎
建
設
見
直

し
の
財
政
計
画

答　
市
長　
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、

鹿
行
地
域
の
医
療
資
源
で
あ
る
な
め
が

た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
院
機
能
の

段
階
的
な
回
復
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
茨
城

県
厚
生
連
や
茨
城
県
と
連
携
し
、
段
階

的
な
再
建
に
向
け
て
の
要
望
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

答　
総
務
部
長　
財
源
の
基
本
的
な
考

え
で
新
庁
舎
建
設
を
想
定
し
て
い
た
合

併
特
例
債
の
活
用
額
は
、
耐
震
補
強
や

大
規
模
改
修
で
も
、
有
利
な
財
源
と
し

て
活
用
が
可
能
で
す
。
普
通
建
設
事
業

と
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
で
約

１
６
５
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
42
億
６
千
万
円
程
度
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
て
い
く
計
画
で
、
主
な

内
容
は
小・中
学
校
の
空
調
設
備
整
備
、

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
、
道
路
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

答　
市
長　
耐
震
診
断
を
し
た
上
で
、

危
険
で
あ
れ
ば
他
の
施
設
、
例
え
ば
、

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
元
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
一
時
的
に
お
借
り

す
る
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
選
択
肢
も
あ

る
の
か
な
と
い
う
よ
う
な
感
じ
も
し
て

い
ま
す
。



議会トピックス

群馬県板倉町（12 名）
　●期　　日　令和７年 11 月 18 日
　●視察内容　・ふるさと住民票について
　　　　　　　・地域ブランディングの推進について

行方市に視察に来訪されました

なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ
これまでの録画中継はこちらから▶

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」にて、
生中継しています。

　インターネット（パソコン、スマホ）
では、録画中継をしています。
　現在、平成 31 年第１回定例会から
令和７年第３回定例会までがご覧にな
れます。準備が整い次第、令和７年第
４回定例会も公開いたします。

なめがたエリアテレビ視聴方法のご案内
　防災対応型エリア放送「なめがたエリアテレビ」については、微弱な電波での許
可のため、防風林等の遮蔽物により、ご家庭での受信に格差が生じており、大変ご
迷惑をお掛けしています。
　「なめがたエリアテレビ」をご視聴いただくためには、ご家庭のテレビでチャンネ
ルスキャンをしていただく必要がございます。

　※チャンネルスキャンの方法はこちらから▶

　なお、電波受信エリアであっても、チャンネルスキャンの結果、受信できない場
合は、市負担による専用アンテナ設置等の工事を実施しますので、お手数でも担当
課までご連絡ください。
エリアテレビお問い合わせ専用　フリーダイヤル　０１２０－７２－０８１８
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委員会レポート

教育厚生委員会
� 期日：11月 13日～ 14日　　委員長：髙野　市郎

■「子ども・子育て分野の総合的計画について」（栃木県宇都宮市）
　栃木県宇都宮市では「第 2 次宮っこ 子育ち・子育て応援プ
ラン」において、すべての子どもが生まれ育った環境に左右さ
れることなく、夢や希望を持って心身ともに健全に成長できる
環境を整備し、子育て家庭が安心して子どもを産み育てられる
社会の実現を目指していました。家庭、学校、地域、企業、行
政が連携し、子ども・子育て分野における環境の変化や子ども
の声を踏まえた施策を構築していました。宇都宮市の子ども子
育てにおける支援は、市民、特に支援を受ける子どもたちの意
見を取り入れるなど、効果的かつ効率的な計画の策定から始ま
り、様々な子育て支援施策を市民へ周知し、なおかつ若い世代の意識向上を図るプロモーションを行う
など、本市において非常に参考になる部分が多くありました。

■「複合交流拠点施設m
も な か
onaca について」（栃木県真岡市）

　複合交流拠点施設 monaca は、老朽化していた図書館と子育
て支援センターを統合し、屋内外こども広場や地域交流センター
を合わせた複合施設として、公共施設の集約や中心市街地活性
化を目的に新庁舎周辺整備事業として建設されました。特徴的
であるのが、運営方法を指定管理者から市民協働型運営に移行
する準備が進められていることです。また、運営に市民の力を
積極的に取り入れている事や、館内の飲食が一部可能であるこ
となど柔軟な運用方針が取られていることでした。また、子育
て支援センターや遊び場と併設されているため、休日は子ども
連れの家族が集まるなど、人が集い憩う場所となっていました。フロアごとに用途を明確化し、年齢を問
わず、すべての市民に開かれた複合施設として特色ある運営が行われていました。
　今回の行政視察研修により得られた知見は、本市においてより良い施策へと活かせるよう努めていき
たいと思います。

経済建設委員会
� 期日：11月 19日　　委員長：伊勢山　仙寿

■市内現地調査
　建設部都市建設課より、現在、事業実施中の８事業、33 路線
の説明を受けた後、主要路線の整備状況の現地調査を行いまし
た。現地では、令和７年度の進捗状況、次年度以降の整備予定
等の確認をしました。
　整備中の箇所については、今後も事業が円滑に進むよう、有
利な財源を検討し、事業が加速するよう財源の確保に努めるこ
と、また、令和８年度には東関東自動車道水戸線が全線開通、
国道 355 号バイパスも完成することから、市道（麻）1-17 号
線は今後の改良計画においても早急に対応することが重要だと考えます。なお、国道については、国道
354 号、国道 355 号の舗装が痛んでいる箇所が見受けられたため、県に要望していかなければならない
と考えています。

行政視察報告

所管事務調査
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皆様のご意見は各委員会に伝え、
今後の市政へと活かしていきます！

　市主催のイベントをはじめ「なめがた」と平仮名表
記のものが多い気がします。某サイトの調査でも地元
民しか読めない茨城県の自治体アンケートで１位を獲
得した行方市。残念ながら、茨城県民でも読めない人
がチラホラいるのが現状です。市の PR でも敢えて漢
字表記にしてイベントを開催することも面白いのでは
と思っています。漢字表記の脇に読み仮名を記載し、
全国の皆さんに “ なめがた ” 市と読むことを知って頂
きたいです。� （40 代男性）

　最近わが家にあった２つの出来事から更に強く感じ
た事、それは、病院、子どもの遊び場が市内に無い事
だ。日曜日、高齢の父が腹痛を訴えた事、２才の孫娘
を１日預かった事からだ。そこでネット検索。父は鹿
嶋市の日曜当番医で受診、孫娘はこれも鹿嶋市のおも
ちゃの充実した施設（無料・見守りスタッフ常駐）で
遊ぶことができた。この他市に頼らざるを得ない現状、
行方市民としては複雑だ。ぜひ早急に対策を講じて頂
きたい。� （60 代女性）

11 月
　13 日～ 14 日　教育厚生委員会行政視察
　18 日	 行政視察受入（群馬県板倉町）
　19 日	 経済建設委員会
　28 日	 議会運営委員会　
	 全員協議会

12 月
　 ５ 日	 議会運営委員会
	 令和７年第４回定例会（開会）
	 全員協議会
	 広報委員会
　 ９ 日	 本会議（一般質問）　
　10 日	 本会議（一般質問）　
	 議会運営委員会
　12 日	 本会議
　15 日	 総務委員会
　16 日	 教育厚生委員会
　17 日	 経済建設委員会
　18 日	 予算決算常任委員会　
	 全員協議会
　23 日	 議会運営委員会
	 令和７年第４回定例会（閉会）

　　行方市議会情報を、市公式
ホームページに掲載しています。
ホームページでは、過去の市議会だよ
りも見ることができます。

（https://www.city.namegata.ibaraki.jp/）

広報委員会
委 員 長　鈴　木　　　裕
副委員長　宮　嵜　和　洋
委　　員　岡　田　晴　雄
　　〃　　　貝　塚　俊　幸
　　〃　　　阿　部　孝太郎
　　〃　　　髙　野　市　郎

次の定例会は　「令和８年　第１回　定例会」
２月 19 日（木）　開会の予定です。

〇詳細は、市議会ホームページでご案内しています。

　（https://www.city.namegata.
ibaraki.jp/page/dir000067.html）

〇ご不明な点は、議会事務局（☎ 0299-
　55-0111）へお問い合わせください。

ちょっとひと言!!

市民の声

～議会日誌 ～議 会 ト ピ ッ ク ス

国道 355 号　行方市と小美玉市の境界
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ゆくえ市ではなく “なめがた ”市 市内に休日対応の病院や子どもの遊び場を

　国道 355 号を石岡市・小美玉市方面から、行方市に
入ると、急にセンターラインが消えて、運転がしづら
くなる。民家も少なく、特に夜は、対向車のライトの
眩しさも加わって恐い思いをしながらの運転になる。
雨が降ろうものなら最悪だ。事故が起きてからでは遅
いので、どうか善処して頂きたい。
� （60 代女性）

安全な運転のために


